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いよいよ文化祭です
　先週は昼休みや放課後になると、それぞれの教室から大きな歌声が聞こえていました。いよいよ

今週は校内文化祭です。梨花ホールで行われる本校文化祭は、毎年多くの方に見ていただいていま

す。ステージに上がった瞬間、客席からの多くの視線に戸惑い、緊張感も増してくるでしょう。し

かし、ここまで練習してきた過程に自信を持ち、胸を張って堂々と歌い上げてください。

今週の予定

10月30日(火) 文化祭前日準備 該当する生徒のみ午後からリハーサルです。

10月31日(水) 校内文化祭 冬服での参加となります。

11月1日(木)

11月2日(金)

111月5日(月) 教育実習スタート 総合：キャリア学習

武家門に見守られながら
　私達が校内文化祭を行うとりぎん文化会館の敷地には大きな門が立っているのを知っていますか。

普段は何気なく見過ごす門ですが、実は私達と大きな関わりがあります。とりぎん文化会館が建つ

この敷地には、以前附属小中学校がありました。そしてその大きな門は当時の学校の通用門として

使われていたようです。この門は『箕浦家武家門』と呼ばれています。案内板には「この武家門は、

もとお堀ばたの南隅にあって２千石の箕浦近江宅の門でした。昭和１１年に大阪の素封家広岡松三

郎氏の寄贈によって現位置に移築保存されたものですが、今日では、鳥取が城下町であったことを

語る貴重な建物です。」とあります。現在鳥取内に残る唯一の武家長屋門の遺構として貴重な事か

ら鳥取市指定保護文化財に指定されています。武家門は本校懇話会の広報誌のタイトルとして使わ

れてますので、名前だけは知っていたかもしれませんが、その由来を知る機会はなかなかなかった

かもしれません。	

　私たちがとりぎん文化会館で文化祭を行うには意味があります。それは今を生きる私たちの文化

活動や学級の絆を示す合唱を多くの方に見ていただく場であると言うことと同時に、附属中学校の

歴史を受け継ぎ、そして後世にもつないでい

くその担い手であると宣言する場でもあるか

らです。	

　附属中学校がこの場にあった時代を知る方

もたくさん見に来られるかもしれません。い

つの時代でも、学校の場所が変わっても「文

武併進」の精神を大切にし、文化活動に精一

杯取り組んでいる私達の姿を多くの方に見て

いただく機会にしましょう。
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学年の集いお世話になりました

11月の行事予定

日 曜 行事内容
1 木
2 金
3 土 文化の日
4 日
5 月 教育実習スタート
6 火
7 水
8 木 キャリアメッセージ
9 金
10 土
11 日
12 月
13 火
14 水
15 木 個別相談
16 金 個別相談、教育実習最終日

日 曜 行事内容
17 土
18 日
19 月 個別相談
20 火
21 水
22 木
23 金 勤労感謝の日
24 土 参観日
25 日
26 月 振替休業日
27 火
28 水 後期中間テスト
29 木
30 金

　昨日学年の集いを開催しました。毎年１回、保護者同士の交流と親睦を図り、また親子で学び合

う機会をつくることを目的として開催しています。今年は鳥取大学混声合唱団の方々をお招きして

ミニコンサートを開催しました。コンサートは保護者の方も生徒と一緒に聴いてもらいましたが、

その声のハーモニーには圧倒されました。数日後に合唱コンクールを控える生徒にとっては大きな

励みとなったことでしょう。またその後、生徒は学級に別れて合唱練習を行いました。コンサート

を開いてくださった大学生の方も数名残っていただき、生徒の合唱にアドバイスをいただくことが

できました。ぜひ当日までに生かしたいですね。	

　保護者の方は各学級ごとに座談会を行っていただきました。同じ中学生の保護者同士、いろいろ

悩みや情報を共有していただけたことと思います。本校の生徒はさまざまな場所から通ってきます。

人間関係も希薄になりがちな環境だからこそ、こういった機会を通して保護者同士が絆を深めるこ

とは大切だと思います。	

　保護者の方にとって一番聞きたかったのは生徒たち自身の歌声だったかもしれません。生徒の合

唱は本番まで取っておきたいと考え、昨日は聴いていただくことはできませんでした。ぜひ校内文

化祭の日には会場までお越しいただき、生徒の歌声を聞いてください。また当日は合唱だけでなく、

吹奏楽部の演奏や茶道部のお手前、科学部や日本語･英語弁論の発表などさまざまな文化的活動の発

表があります。ぜひ合唱以外の生徒の活動も見てください。

季節の変わり目で、体調を崩す生徒も見られます。
体調管理もしっかりとしていきましょう。

混声合唱団のみなさん 大学生の歌声は素晴らしかった！指導もしてくださいました


